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定 價 金 八 圓 遑 料 金 二 十 七 錢
近 世 代 數 學 の 劃 期 的 發 逹 を招 致 した も の は 實 に 十 九 但:紀
末 に 現 は れrzと 醗 と の 理 論 で あ る。 か の 方 程 式 の 可 解
性 に 關 す る疑 問 や 或 は 希 臘 以 來 未 解 決 の 儘 で 殘 さ れ て ゐ
穴 作 圖 問 題 等 に 對 し明 快 な 解 決 を興 へt2も の は 此 の 理 論
で あ る.更 に 代 數 學 を 新 な 展 望 の 下 に 開 展 せ しめ 尢 も の
も 亦 此 の 理 論 で あ る。 實 に 群 と體 とは 現 代 の 代 數 學 の 根
幹 を な し今 や 正 に數 學 の 一P門 を形 成 す るsz至 つ た,fY
群 と體 とは 數 學 の 他 の 都 門tzあつ て も 或 は 奧 底{L潜 み 或
は 表 面 に顯 は れ て 重 要 な 役 日 を演 ず る。 さ れ ば 現 代 の 數
學 を 究 め ん とす る 者 に は 勿 論,まtzく 數1學の 基 礎 的 考 察
を な す者 に 取 つ て も必 要 缺 くぺ か らざ る概 念 で あ る。izu
も これ に 闘 す る著 述 は 我 が 國.tz於て は 皆 無 で あ る0著 者
は これ を逍 域 と し て 兩 者 を上 下 二 巻 に 分 ち 世 界 に 於 け る
近 世 代 數 學 の 駿 達 を 大 概 し 更 にi'iらの 創 意 を 加 へ て本 書
を 完 成 す るdt至つ 尢。 著 者 は 一 般 韻 者 の 爲 に 微 細 の點 に
立 入 らず 努 め て 大 綱 を掲 げ て そ の 本 領 を 容 易cz解 せ し
め る こ とczを 用 ひ て ゐ る。 實 に 本 書 は 近 世 代 數 學 の 發
達 と そ の趨 勢 と を 一 目 の 下 に瞭 然 た ら しめ る好 佃 の 著 邇
で あ る。
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秦費轟繰姦叢犠 理學博士 大 島廣先生著
發生學 汎論
定 價 金 五 圓 遞 料 金 拾 八 錢
本書は動物 各種 に亘 う興味津 ρたる個皚竅生の問題 をば主 として形態
學的方面 よ う觀 じ現時世界 に於ける生物竅生學に關する最新最高の諸
學説を網羅 して著者多年の研究 を要約 し斯學の最尖端 の動 きを如實 に
蓮べ尢 もので歐米に於 ても殆 どその類書を見ざる底の ものである。「
1.生殖細胞 の生 立ち よう受精 、分割 を經 て験育の初期 に至 る經過 をP'r
述 し、一7iVzは共準備 として發生學 の歴 史、細胞及び細胞分裂 に關
す る読朋を與へ、他方tzは發生に俘ム悶題 として處女生殖、遺f瓢
性別の原囚簿を論 じた。
2.女 生殖、性 と逡傳等の方面 にぱ最新の知識を紹介 しr2。例へば糟
子 を與へず して入工的に卵 を登育させ る所謂人工處女生殖、或は核
を除去 した卵子 に精子が入 つて發育 を逾げ る童貞生Fl(,雌iが雄 とな
う叉雄がIUfi6zじて生殖 を行ひ得 るEZる 性の轉 換、共等の結果 と
して生ず る子 の性、牛身つつ雌 と雄 とが繼合は きれだ様な雌雄彼合
體 の動物、雌雄何れに も屬せ楓聞性の もの、或は程度 を越 えブ～超性
の雌雄等に關する研究は、本書に於 て始めて紹介せ られ尢興味深N
問題で正に輓近の生物學が到達 した驚 くべ き成功の一端 である。
3.挿鬮百五十餘は嶄新 で珍奇な興味の深V・ものを選んだ。
著者は我 國動物學界の樒威、而 も邦語 で霄かれた細胞學、遐傳學等の
專門書は二三之 を見 るが敬生學を主題 として其等の問題に及んだ著書
は全 く本嘗 を以 て嚆矢 とす る。生物學 を専門に志す士 は勿論 、醫者や
醫學に志す人、動植物の文檢 を受 けん とす・る人、其 他少 くとも生物め
發生に興味 を有ちその最新の學説 を知 らん とす る人 々1ζは必讀すべ き
好著 である。
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.京獺膕大學綴 珊 賻士 園 正 造 先.生著
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、東北帝國大學教授 理學匝士 大 久 保 準 三 著
?
定 價 金 六 圓 五 拾 錢 邃 料 金 廿 七 錢
本 書 は 類 制 度 の 中 等 敢 育 物 理 學 歡 授 要 圓izい て 物 理 學
一 般 の 知 識 を卒 易 に 且 つ 系 統 的 に詳 遞 して,其の 概 念 を 遐
漏 な く牧 得 せ しめ る と共 に 日常 生 活 に於 て 屡 遘 遇 す る多
くのn項 を も加 へ 物 理 學 の 贊 際 的 迢 用 に資 せ しめ んZと
を期 し尢。 就 中 其 の 兆 礎 的 事 實 並 に 奨 の 原 則・法 則 の 物 理
學 的意 義 を詳 詮 し,共の 根 本 的uLLCを理 解 せ しめ るZと に
努 め た。 且 つ 物 理 學 最 近 の 發 逹 を も述 べ,カめ て 新 知 識 を
5aiらしめ る と 共 に世 界 の 物 到i學進 歩 の趨 勢 を 明 か に しY2。
挿 圖 は 物 理 學 講 義LL極 め て重 要 な る 地 位 を 占 め る も の で
あ るか ら,力め て 多 數{r之 を採 用 し,而も十 分 に 意 を珊c+て
直 接 實 験 し た實 物 寫 箕 を 多 く收 め磯 械 器 具 の 如 き も多 く
賀 物 の 寫 具 を以 て しrz。爾 各 綴 類 の 計 算 を多 數 探 録 し共
の 糢 範 的 解 法 を示 し何 人 に も直 に要 領 を倉 得 せ しめ る や
うLL心・掛 け プ～o
要 す るにtrは 著 者 が 豊 冨 な る學 識 を 以 て物 理 學 燈 般 に.
亘O縦 横 に 解 設 し尢 る も の此 のcz於 て歪 く類 書 を見 な
い の で,中等 學 校 物 理 學 敏 員 諸 先 生zzとつ て は 實 に 貴 重 な
る教 授 資 料 に 富 モ∫無 比 の 賓 典 で あ 飢また 學 生 諸 子 は 本 書
に よつ て 中 學 辞 度 以 上 の 物 理 學 を容 易に 肖修 し得 る の で
あ る。 實 に 本u'は 物 理 學 専 攻 者,中等 學校 教 師,學生,高等 諸
掣校 受 驗 生 そ の 他ySも 物 理 學 を 學 ぱhと す る者 萬 人 必 備
の最 高 模 範 的 講 義 尢 る 良 書 で あ る。
